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①ロッカーが倒れ、書類が散乱した役
場庁舎

②校庭に避難した大堀小の児童たち

③津島へと避難する車の列

④浪江高校津島校に開設された避難所

⑤多くの家屋が倒壊

⑥津波が襲い、甚大な被害を受けた請
戸地区

⑦一時立入開始

⑧仮設住宅での支援

⑨浪江小、浪江中開校

⑩浪江町合同慰霊祭

⑪二本松市で開催された十日市祭

⑫町民の皆さんが集う交流会

⑬マリンパークなみえ

⑭請戸地区に設置された慰霊塔

⑮請戸小の黒板に書かれた自衛隊から
のメッセージ

1月2929日撮影日撮影1月29日撮影
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東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災
か
ら

１
年
１
年

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災
か
ら

１
年
１
年

東
日
本
大
震
災
か
ら

１
年

平
成
23
年
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
。

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
長
い
揺
れ
。
浪
江
町
で
は
震
度
６
強
を

記
録
し
ま
し
た
。
間
も
な
く
津
波
が
沿
岸
部
を
襲
い
、
１
８
１
名
が
亡
く
な
り
、

３
名
が
未
だ
行
方
不
明
、
６
０
０
棟
以
上
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
日
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
。

あ
れ
か
ら
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

1 2

65
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３月11日………………………………………………
 ・Ｍ9.0の地震発生　浪江町震度６強
 ・沿岸部に大津波
12日……………………………………………………
 ・福島第一原子力発電所事故による避難指示
 ・災害対策本部を津島支所へ移設
15日……………………………………………………
 ・浪江町全域へ避難指示
 ・避難所を二本松市内へ設置
 ・災害対策本部を二本松市役所東和支所内に設置
 ４月……………………………………………………
 ・旅館・ホテルへ２次避難開始
 ・警戒区域、計画的避難区域の設定
 ・公益目的での一時立入開始
 ・津波被害地区遺体捜索活動開始
 ５月……………………………………………………
 ・仮設住宅の入居開始
 ・警戒区域への一時立入（一巡目）開始
 ・役場機能を福島県男女共生センターへ移設
 ６月……………………………………………………
 ・内部被ばく検査開始
 ８月……………………………………………………
 ・福島出張所開設
 ・なみえの盆踊り開催
 ・浪江小中学校開校
 ・一次避難所閉鎖

 ９月………………………………………………
 ・桑折出張所、本宮出張所開設
 ・仮設津島診療所開設
 ・警戒区域への一時立入（二巡目）開始
10月……………………………………………………………
 ・浪江町合同慰霊祭開催
 ・浪江町復興検討委員会始まる
 ・復興町民懇談会開催（～11月）
11月……………………………………………………………
 ・いわき出張所開設
 ・線量計の貸し出し開始
 ・復興なみえ町十日市祭開催
 ・南相馬出張所開設
 ・町民アンケートの実施
12月……………………………………………………………
 ・原子力被害の完全賠償を求める双葉地方総決起大会開催
 １月……………………………………………………………
 ・浪江町成人式開催
 ・浪江町消防団出初式開催
 ・浪江町復興ビジョン中間報告
 ・町民交流会が各地で始まる
 ・子ども向けアンケートの実施
 ２月……………………………………………………………
 ・一時立入（三巡目）開始　　　　　　（２月15日現在）
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ありがとう

ございました

ありがとうございました

なみえ絆いわき会なみえ絆いわき会

ふるさと浪江会ふるさと浪江会

なみえ絆いわき会

ふるさと浪江会

ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

浪江焼麺太国が、地域づくり総務大臣表彰団体表彰を受賞

しました。この賞は、地域をより良くしようと尽力された団

体に贈られるのもで、地域づくりへの情熱や想い、さまざま

な活動が認められての受賞となりました。

おめでとうございます

東日本大震災、原発事故からもう１年近くになります。

今年は念願だった消防団出初式も無事に終わり、１月29

日には、福島市で火防祈祷祭「裸参り」も行われ、１年の

無火災を祈願しました。

２月５日、幹部会で今年度の事業計画が決定され、４月７

日に幹部辞令交付式、10月７日に秋季検閲式を行う予定です。

 浪江町消防団副団長　佐々木保彦　

学校給食に「なみえ焼そば」

なみえ絆みえ絆
　　いわき会設立　　いわき会設立
なみえ絆
　　いわき会設立

大堀小

ふるさと浪江会定期総会
ありがとうございました
２月17日、ガールスカウト岡山県第18団（団委員長　池田

元子さん）様から浪江小学校へ義援金と応援メッセージが届け

られました。18団の中学生スカウトが中心となって参加した、

岡山ドームでのフリーマーケットの収益金を「被災地の子ども

たちのために役立ててほしい。」と届けてくださいました。

２月15日、山形県大江町の小学校４校の学校給食に「なみえ

焼そば」が登場しました。浪江町のご当地グルメを「震災や原

発事故にも負けず

に、力強く歩きだ

している浪江町の

方々の気持ちのこ

もった“なみえ焼

そば”をみんなで

大切にいただきま

しょう。」と紹介

してくださいまし

た。

２月５日、設立世話人５

名の呼びかけにより、いわ

き市文化センターにて「な

みえ絆いわき会」の設立会が開催されました。

当会は、いわき地方とその近郊に避難している町民を対象

とした会で、当日は約80名が参加しました。今後は、方部ご

との交流会や会員の意向に沿った活動を行っていく予定です。

　１月21日、東京都文京区「椿山荘」で平成23年度ふるさと

浪江会定期総会が開催されました。総会で事業報告として町

への義援金活動などが報告されたほか、平成24年度事業とし

て要請があった場合は、積極

的に町へ協力することなどが

決定されました。また、総会

後の交流会の中で、町長へ義

援金が手渡されました。

消防団だより消防団だより消防団だより
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桃
の
花
咲
く
こ
ろ

浪
江
町
長
　
馬
　
場
　
　
　
有

町民の皆さまへ

　
２
月
の
あ
る
朝
、
西
の
方
に
目
を
や
る
と
安

達
太
良
山
頂
に
雪
が
覆
い
、
そ
こ
に
朝
日
が
差

し
雪
晴
れ
の
空
が
ま
っ
青
に
映
し
、
素
晴
ら
し

い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
く
光
景
を
見
て
、
「
本

当
の
空
が
見
た
い
」
と
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
あ
れ
か
ら
１

年
、
長
く
つ
ら
く
悔
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。
一
日
も
早
く

こ
の
つ
ら
く
苦
し
い
避
難
生
活
か
ら
全
て
の
町

民
が
解
き
放
た
れ
、
放
射
能
か
ら
美
し
い
故
郷

を
戻
し
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
故
郷
を
「
再
興
」

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

今
年
も
ま
た
「
桃
の
花
」
が
咲
く
季
節
が
巡
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
、
気
を
休
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
存
じ
ま
す
が
、
何

と
ぞ
踏
ん
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

さ
て
、
政
府
で
は
近
々
、
警
戒
区
域
・
計
画

的
避
難
区
域
の
見
直
し
を
線
量
に
よ
っ
て
区
域

割
り
す
る
案
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の

議
論
を
行
う
た
め
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
前
提

の
整
理
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

ま
ず
は
、
実
際
の
生
活
に
不
安
の
あ
る
多
く

の
町
民
の
た
め
、
ど
の
場
所
に
住
ま
お
う
と
震

災
前
の
生
活
が
で
き
る
賠
償
・
補
償
の
確
実
な

確
保
、
町
外
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
復
興
公

営
住
宅
の
確
保
が
必
要
で
す
。

 

そ
の
上
で
、
政
府
と
し
て
避
難
指
示
を
出
し

た
以
上
、
浪
江
町
、
さ
ら
に
は
双
葉
郡
の
復
興

戦
略
を
政
府
が
示
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
安
心

と
感
じ
ら
れ
る
水
準
で
の
除
染
の
実
施
、
日
常

を
安
全
・
安
心
で
き
る
生
活
環
境
に
戻
す
た
め

の
復
興
公
営
住
宅
や
復
興
住
宅
の
建
設
、
汚
損

し
た
住
宅
の
修
繕
、
上
下
水
道
・
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
、
道
路
の
復
旧
（
国
道
６
号
、
１
１
４
号

の
放
射
線
遮
蔽
の
た
め
の
部
分
ト
ン
ネ
ル
化
等
）、

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
農
地
の
復
旧
、
学
校
・

医
療
機
関
の
整
備
、
雇
用
の
確
保
の
た
め
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
新
規
企
業
誘
致
（
例
：

太
陽
光
発
電
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
蓄
電
池
産

業
等
）
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
課
題
実
現
の
た
め
に
は
、
具
体
策

を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
示
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
今
回
発
足
し
た
復
興
庁
を
始
め
と
す
る
政

府
に
強
く
要
求
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
が

少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

今
年
は
例
年
に
な
く
寒
気
が
居
座
り
、
非
常

に
寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
を
祈
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

原子力損害賠償紛争審査会への要望事項
　
１
月
27
日
、
警
戒
区
域
お
よ
び
避
難
指
示
区
域

の
見
直
し
等
に
伴
う
指
針
策
定
の
た
め
、
第
21
回
原

子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
が
初
め
て
福
島
県
で
開

催
さ
れ
、
12
市
町
村
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

 

浪
江
町
長
は
紛
争
審
査
会
に
次
の
と
お
り
要
望
し

ま
し
た
。

　
　 

１ 

避
難
指
示
に
伴
う
精
神
的
損
害
の
算
定
根
拠
の
見

直
し
を
す
る
こ
と
。

２ 

生
活
費
の
増
加
分
の
賠
償
を
避
難
費
用
と
し
て
算

定
す
る
こ
と
。

３ 

避
難
指
示
に
伴
う
精
神
的
損
害
以
外
で
被
っ
た
精

神
的
損
害
を
指
針
に
盛
り
込
む
こ
と
。（
避
難
区

域
住
民
の
放
射
能
飛
散
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
、
遺

体
収
容
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
苦

痛
、
家
族
の
離
散
　な
ど
）

４ 

損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
弁
護
士
等
へ
の
委
託
料

を
賠
償
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

５ 

早
期
に
就
労
・
事
業
再
開
を
し
た
者
へ
の
賠
償
を

配
慮
す
る
こ
と
。

６ 

避
難
住
民
が
元
の
生
活
基
盤
に
も
ど
る
ま
で
賠
償

す
る
こ
と
。

７ 

財
物
価
値
の
喪
失
・
滅
失
に
伴
う
損
害
は
、
再
調

達
価
格
を
基
本
と
し
、
早
期
に
賠
償
す
る
こ
と
。

８ 

地
方
公
共
団
体
の
税
収
減
お
よ
び
本
件
事
故
に
よ

り
実
施
し
た
事
業
を
賠
償
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

９ 

機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
原
子
力
紛
争
解
決
セ
ン

タ
ー
の
強
化
改
善
を
す
る
こ
と
。（
約
６
０
０
件

の
申
立
に
３
件
の
和
解
し
か
し
て
い
な
い
。）

10 

紛
争
審
査
会
は
被
災
地
の
現
状
把
握
と
意
見
交
換

の
た
め
に
定
期
的
に
被
災
地
で
開
催
す
る
こ
と
。

11 

警
戒
区
域
等
の
見
直
し
に
よ
る
賠
償
に
当
た
り
、

賠
償
の
平
等
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

12 

審
査
に
当
た
り
、
被
災
者
参
考
人
制
度
（
各
階
層
、

各
年
代
）
を
導
入
す
る
こ
と
。

13 

家
畜
に
よ
る
財
物
損
害
の
賠
償
を
す
る
こ
と
。

14 

除
染
作
業
に
伴
う
財
物
の
賠
償
を
す
る
こ
と
。

15 

の
れ
ん
・
商
圏
に
対
す
る
賠
償
を
す
る
こ
と
。

�����������������



請
戸
の
田
植
踊
り

請
戸
の
田
植
踊
り

請
戸
の
田
植
踊
り

　
毎
年
２
月
の
第
３
日
曜
日
に
　
野

神
社
（
請
戸
）
の
例
大
祭
「
安
波
祭
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

 「
安
波
祭
」
は
、
ふ
く
し
ま
の
祭
50

選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
お
祭
り
で
、

　
野
神
社
社
殿
前
で
請
戸
芸
能
保
存

会
に
よ
る
神
楽
や
田

植
え
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
紅
白
２
基
の
た

る
神
輿
が
部
落
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。
祭

の
醍
醐
味
は
、
下
帯

姿
の
若
衆
に
担
が
れ

た
た
る
神
輿
が
、
威

勢
良
く
極
寒
の
海
に

入
る
力
強
さ
で
す
。

 
五
穀
豊
穣
を
祈
願

す
る
「
田
植
え
踊
り
」

は
福
島
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い

て
、
震
災
後
も
保
存

会
に
よ
り
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
踊
り

子
は
、
地
元
の
小
学

生
の
女
の
子
の
ほ
か
、

中
学
生
か
ら
社
会
人

ま
で
の
経
験
者
が
集

ま
り
ま
す
。
震
災
後
、
県
内
外
に
ば

ら
ば
ら
に
な
っ
た
踊
り
子
た
ち
に
呼

び
か
け
、
８
月
21
日
に
は
い
わ
き
市

で
復
興
公
演
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の

後
も
県
内
外
各
地
で
踊
り
を
披
露
し

続
け
て
い
ま
す
。

 
２
月
19
日
、「
安
波
祭
」
の
日
に
合

わ
せ
、
福
島
市
と
二
本
松
市
の
仮
設

住
宅
５
カ
所
で
田
植
え
踊
り
を
披
露

し
、
避
難
生
活
を
送
る
町
民
ら
を
励

ま
し
た
。
請
戸
地
区
の
住
民
が
多
く

避
難
す
る
北
幹
線
第
一
仮
設
住
宅
で

は
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
美

し
い
舞
を
見
守
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

 
保
存
会
長
の
渡
部
忍
さ
ん
は
、「
津

波
に
よ
る
犠
牲
者
へ
の
追
悼
。
み
ん

な
に
元
気
を
与
え
る
こ
と
。
浪
江
町
、

請
戸
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
。
伝
統

を
継
承
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
４
つ

の
想
い
で
田
植
え
踊
り
を
披
露
し
て

い
る
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 
今
後
は
、
７
月
末
の
明
治
天
皇
百

年
祭
や
10
月
の
地
域
伝
統
芸
能
全
国

大
会
で
公
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
請
戸
の
田
植
踊
り
は
、
地
域
郷
土

芸
能
大
賞
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。）

　安 波 祭 の由来

 「　野神社」「安波大明神」は請戸の浜の守り神ですが、延宝年間（1675
年）には潮水を献上し、その水の清濁によってその年の豊漁、不漁を占っ
たと伝えられ、今もなおそれが続いています。
 海上安全の神「安波さま」は、また農作の神様としても知られ、昔、凶作に
見舞われたとき村民が神社に集まり、豊穣を祈願して「田植踊り」を奉納した
ところ、その年は豊作に恵まれたので、それ以来この田植踊りも伝承されてい
ます。この神社の祭りには南国的な明るさ、華やかさとの活気が満ちています。
 祭りの当日には、神社から金銀の御幣を持った奉賛の行列に続き、神輿
が部落を巡り歩きます。また小学生が踊り子の仕度をし、花笠をかぶり、「歌
い婆さま」の歌に乗って大船主の家々を廻り歩く田植踊りの様は、誠に美
しく微笑ましいものです。やがてこれらの行列は砂浜に作られた「おこや」
と呼ばれる祭壇に到着、紅白の幕の中に神輿を安置し、神事が執り行われ、
神楽、田植踊りを奉納します。また一方では「あんば（安波）、あんば」の
掛け声勇ましく、午前９時ごろから正午まで、若者たちが担ぐ「樽神輿」
が部落を練り廻ります。豊漁を祈り、海上安全を願うこの若者たちのたく
ましい一団は、やがて海へ向かって躍り入ります。２月の海の波は肌を刺
すような冷たさですが、そんなことには無関心のように、大団扇を先導と
して氷の玉のように砕け散る波しぶきの中で大暴れするのです。やがてこ
の「樽神輿」も海水にずぶ濡れとなって砂浜に上がっていきますが、この
感動的な姿は請戸でなければ見られません。この後、潮水をくみ、その水
の濁り具合でその年の豊漁、豊作の吉凶を占う神事が行われます。

���

　
１
月
29
日
、
福
島
市
で
「
絆
つ
な

が
る
　
ふ
く
し
ま
の
春
」
が
開
催
さ

れ
、「
ふ
く
し
ま
祭
り
め
ぐ
り
」
の
中

で
浪
江
町
の
伝
統
行
事
「
火
防
祈
祷

祭
　
裸
参
り
」
を
行
い
、
白
装
束
の

若
衆
約
20
名
が
無
人
と
な
っ
て
い
る

町
内
の
防
火
を
祈
願
し
ま
し
た
。

 
若
衆
は
、
福
島
駅
東
口
駅
前
広
場

で
身
を
清
め
た
後
、
沿
道
に
集
ま
っ

た
多
く
の
方
々
か
ら
冷
水
を
浴
び
せ

ら
れ
な
が
ら
、
福
島
駅
前
通
り
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

 
浪
江
町
消
防
団
第
一
分
団
第
一
部

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
裸

参
り
」。
こ
の
日
ま
で
、
部
内
で
話
し

合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
今
年
や

ら
な
け
れ
ば
、
来
年
以
降
も
続
い
て

い
か
な
い
。
今
ま
で
続
い
て
き
た
も

の
を
絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
で

す
。
や
め
る
理
由
は
な
い
で
す
か
ら
。」

と
部
長
の
西
英
一
さ
ん
は
力
強
く
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
異
郷
の
地
で
行
わ
れ
た
「
裸
参
り
」

は
絆
を
つ
な
ぎ
、
避
難
生
活
が
長
く

続
く
町
民
ら
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

火
防
祈
祷
祭

火
防
祈
祷
祭　

裸
参
り

裸
参
り

火
防
祈
祷
祭　

裸
参
り

　火防祈祷祭（裸参り）の由来
 浪江町権現堂は、近世「高野の里」と呼ばれており、寛政（1790
年代）のころ、権現堂村に改められた。当時の街並みは、80数
戸の家々が東西（現在の本城・元町）に延びていたが、安政２・
３年（1855・６年）に火災に遭い、続けて安政６年（1859年）
２月９日に発生した大火は、西風にあおられ燃え広がり、わず
か３軒を残す大災となった。
 その大火後、村民合議により安政６年夏から万延元年夏にかけ、
街並みを南北（長さ約550ｍ、幅員約110ｍ）に延ばす工を起
こし、中央に堀が整備された。堀は後に埋められたものの、そ
れが現在の新町の街並みである。
 工事完了後の文久初め（1861～1864年）、時の若頭　吉田喜
八氏の発案により、毎年正月８日（旧暦）に一戸一名ずつ参加
して、下帯姿で出羽神社に集まり無病息災を祈願し、それが終
わると各家に水を掛け、火災が起こらないことを念じて廻った
のがこの祭の始まりといわれている。
 はじめは裸一本に腰〆縄を纏っただけの姿だったが、昭和４
年に当時浪江警察署長の大澤幸吉氏の注意で、単衣を纏うよう
になったが、それぞれが不揃いだったため、昭和５年、消防部
長畠山武氏が服装を白衣に統一し、現在の形となった。
 祭の始まった当時、この行事の主役であった若者組は、消防
組を兼ねていたことから、明治に入り消防組が組織されてからは、
消防組に継承され、現在の浪江町消防団に引き継がれた。

こうや

受け継ぎ、
　受け継がれていく伝統
浪江町には、私たちが生まれるずっと前から受け継がれている伝統行事、伝統芸能があります。
流れる月日の中で、受け継がれてきたもの。
全町避難となり、それぞれが存続の危機となりましたが、形を変えながら今もなお受け継が
れています。
先人たちの想いと絆をつないでいくために。

�����������������
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申
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＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243－24－1431
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つながる こころ

　浪江の復興をテーマにした日英独共同制作のドキュ
メンタリーで、震災前の町が写っているビデオテー
プや写真を探しています。お持ちの方がいらっしゃ
いましたら、ご連絡ください。郵送の場合は、テー
プや写真をお返しする際、郵送費もお支払いします。
■連絡先　三宅　響子（母が権現堂出身です。）
　　　　　〒267―0066　千葉県千葉市緑区あすみが丘5―39―1
　080－5485－9719　 miyakekyoko@gmail.com
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浪江のこころ通信

根岸　淑子さん（立野）

静岡県
家族で静岡県磐田市に避難する根岸さんから
お手紙が届きました。

浪
江
町
の
皆
さ
ん
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

遠
く
ふ
る
さ
と
を
想
い
な
が
ら
机
に
向

か
い
ま
し
た
。
現
在
、
私
は
静
岡
県
磐
田

市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
福
島
か
ら
は
と
て

も
遠
い
の
で
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
、

皆
さ
ん
と
会
い
た
い
気
持
ち
は
ひ
と
し
お

で
す
。

避
難
所
を
転
々
と
さ
れ
た
方
、
仮
設
住

宅
に
入
居
さ
れ
た
方
、
そ
し
て
私
の
よ
う

に
県
外
に
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方
、

同
じ
住
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

国
に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
も
同
じ
思
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

苦
し
さ
、
悲
し
さ
、
悔
し
さ
、
胸
の
痛
み
、

そ
れ
ら
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
わ
か
ち
あ

え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
震
災
後
に
作
ら
れ
た
唄
を
紹
介

し
た
く
て
筆
を
持
ち
ま
し
た
。『
ふ
る
さ
と

な
み
え
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
す
。
私
た

ち
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
詩
に
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
唄
の
作
詩
、
作
曲
、
歌
手
と
も
に
浪

江
町
生
ま
れ
の
方
々
で
す
。

●
作
詩
　
根
本
昌
幸
さ
ん
（
苅
野
出
身
）

●
作
曲
　
民
謡
歌
手
の
原
田
直
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
瀬
出
身
）

●
歌
手
　
沢
田
貞
夫
さ
ん
（
苅
野
出
身
）

詩
を
読
ん
で
は
涙
し
、
曲
を
聞
い
て
は

涙
し
て
お
り
ま
す
。
と
て
も
良
い
唄
で
す
。

浪
江
町
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
、
歌
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
期
に
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
唄
は
、
人
の
こ
こ
ろ
を
動
か
し

ま
す
。
生
き
る
術
の
原
動
力
に
も
な
り
ま
す
。

私
も
精
神
的
に
ま
だ
ま
だ
立
ち
直
れ
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ま
に
も
、

自
分
に
も
ふ
る
さ
と
浪
江
町
の
風
景
を
忘

れ
ず
、
胸
に
と
ど
め
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
紹
介
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
繰
り
返
し
放
映
さ
れ
る
津
波

の
映
像
を
見
な
が
ら
、
犠
牲
に
な
れ
ら
れ

た
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
そ

の
ご
家
族
の
苦
し
み
、
悲
し
み
を
思
っ
た

と
き
に
、「
私
た
ち
は
頭
を
垂
れ
て
い
る
ば

か
り
で
は
い
け
な
い
！
生
き
残
っ
た
者
の

使
命
と
し
て
、
地
に
足
を
踏
ん
張
っ
て
生

き
抜
か
な
け
れ
ば
。」
と
、
少
し
ず
つ
そ
う

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。「
こ

ん
な
に
遠
い
静
岡
に
い
て
、
手
も
届
か
ず
、

せ
め
て
文
字
を
書
く
こ
と
で
皆
さ
ん
と
通

じ
合
い
た
い
。」
そ
う
思
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
お
会
い
し
た
い
で
す
。

今
も
福
島
第
一
原
発
で
命
を
か
け
て
働

い
て
い
る
方
々
に
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。

寒
い
中
、
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
、
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

＊
追
伸

こ
の
４
月
か
ら
主
人
と
２
人
で
南
相
馬

市
原
町
区
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
せ
ら
ず
前
向
き
に
少
し
ず
つ
目
標
を
見

つ
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
０
９
０
―
６
７
８
１
―
６
０
０
３

  

「
ふ
る
さ
と
　
な
み
え
」

 

１
ふ
る
さ
と
離
れ
　
遠
く
へ
き
た
よ

　
ふ
る
さ
と
は
い
い
　
け
れ
ど
帰
れ
な
い

 

帰
り
た
い
な
あ
　
わ
が
ふ
る
さ
と
へ

 

み
ど
り
豊
か
な
　
あ
の
町
へ

 

あ
あ
夢
に
み
る
よ
　
ふ
る
さ
と
浪
江

２
鮭
の
ぼ
り
く
る
　
泉
田
川
よ

 

に
ぎ
わ
い
を
み
た
　
請
戸
の
浜
よ

 

帰
り
た
い
な
あ
　
わ
が
ふ
る
さ
と
へ

 

桜
花
咲
く
　
丈
六
へ

 

あ
あ
夢
に
み
る
よ
　
ふ
る
さ
と
浪
江

３
秋
は
紅
葉
の
　
高
瀬
の
渓
谷
よ

 

美
し
か
っ
た
　
あ
の
一
の
宮

 

帰
り
た
い
な
あ
　
わ
が
ふ
る
さ
と
へ

 

と
ど
ろ
き
わ
た
る
　
不
動
滝

 

あ
あ
夢
に
み
る
よ
　
ふ
る
さ
と
浪
江

う
た

こ
う
べ

▲立野の風景（平成20年８月撮影）

も
み
じ

た
　
に

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会は、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第９号」への
感想をお寄せください。

● 第９号 ●

【連絡先】〒976－0904 福島県二本松市郭内一丁目196－1
男女共生センター内 浪江町役場二本松事務所
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4261

������������������
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浪江のこころ通信

▲左から萌絵ちゃん（５歳）、久美子さん、悠人くん（１歳）、

大貴くん（７歳）

豊田久美子さん（高瀬）
取材者：（特活）ちば市民活動・市民事業サポートクラブ  鍋嶋・長澤
取材日：２月14日

子どもたちの笑顔が一番

震
災
の
当
日
は
子
ど
も
を
連
れ
て

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
出

か
け
て
い
た
の
で
、
偶
然
に
も
津
波

の
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
帰
り
道
の
国
道
は
走
れ
な
い
状

態
で
、
山
道
を
６
時
間
か
け
て
帰
宅

し
ま
し
た
。
偶
然
が
重
な
り
、
一
家

全
員
津
波
の
被
害
を
免
れ
て
無
事
で

し
た
。
３
月
14
日
に
は
千
葉
市
に
住

ん
で
い
る
叔
母
を
頼
り
に
、
親
族
10

人
で
避
難
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
千

葉
市
内
の
賃
貸
住
宅
に
夫
の
両
親
、

私
と
子
ど
も
た
ち
３
人
の
家
族
６
人

で
住
ん
で
い
ま
す
。
震
災
か
ら
１
年
、

避
難
生
活
を
し
な
が
ら
子
ど
も
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
て
あ
っ
と
い
う
ま

に
時
が
過
ぎ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

夫
は
原
子
力
発
電
所
関
連
企
業
に

勤
め
て
い
て
、
４
月
か
ら
福
島
県
内

で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
週

末
が
休
み
の
と
き
は
戻
っ
て
き
て
く

れ
ま
す
が
、
身
体
の
こ
と
が
心
配
で

す
。昨

年
の
３
月
18
日
が
長
男
の
卒
園

式
で
し
た
が
、
震
災
で
中
止
に
。
夏

に
は
卒
園
者
の
親
子
で
再
会
を
果
た

し
て
、
数
カ
月
遅
れ
の
卒
園
式
で
手

作
り
の
卒
園
証
書
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
千
葉
で
は
、
入
学
し

た
小
学
校
で
で
き
た
た
く
さ
ん
の
友

だ
ち
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
毎
日
元

気
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
私
は
子
ど

も
の
入
園
・
入
学
を
き
っ
か
け
に
マ

マ
友
が
で
き
ま
し
た
。

実
家
の
両
親
は
二
本
松
の
仮
設
住

宅
に
移
っ
た
た
め
、
震
災
で
離
れ
ば

な
れ
に
な
っ
た
の
が
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
携
帯
電
話
を
使
っ
た
こ
と
の

な
か
っ
た
両
親
で
し
た
が
、
今
で
は

電
話
を
通
し
て
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
ま
す
。

移
り
住
ん
で
は
じ
め
て
、
親
戚
の

心
強
さ
を
感
じ
、
何
よ
り
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
一
番
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
広
報
な
み
え
の
「
浪
江
の
こ
こ

ろ
通
信
」
を
通
し
て
、
知
人
の
近
況

や
元
気
な
声
、
前
向
き
な
姿
勢
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
元
気
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的
な
暮
ら
し

方
が
変
わ
っ
て
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
に
家
で
大

き
な
物
音
を
立
て
る
こ
と
は
い
け
な

い
こ
と
だ
と
厳
し
く
言
っ
た
り
、
ご

近
所
さ
ん
の
顔
が
見
え
な
か
っ
た
り
、

自
由
で
私
的
な
憩
い
の
場
で
あ
る
庭

が
少
な
い
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、

周
り
の
人
が
よ
く
助
け
て
く
れ
る
の

で
、
大
き
な
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。帰

れ
る
も
の
な
ら
帰
り
た
い
と
い

う
の
が
本
音
で
す
。
浪
江
で
昨
年
６

月
に
家
を
新
築
予
定
だ
っ
た
だ
け
に
、

家
を
建
て
た
後
の
夢
や
未
来
が
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
心
残
り
で
す
。

ま
た
、
福
島
で
一
人
暮
ら
し
し
て

い
る
夫
、
離
散
し
た
親
族
、
浪
江
で

の
友
人
…
で
き
る
こ
と
な
ら
み
ん
な

で
い
た
い
で
す
。
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
先
い
つ
帰
れ
る
か
も
わ
か
ら
な
い

現
状
で
は
、
今
を
楽
し
く
生
き
る
姿

勢
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

千葉県

も　え ゆう　と

だい　き

������������������

稲垣颯一郎さん（小４）（権現堂）

　颯一郎くんのご家族は、震災直後、福島県内
のおばあちゃんの家に逃げた後、３月15日にお
ばさんのいる秋田県横手市増田町に避難しました。
現在お父さんは埼玉県内、お母さんは福島県内
で仕事をしているために離れていますが、おば
あちゃん、お姉さんと一緒に住んでいます。

秋田県

取材者：（特活）秋田県南ＮＰＯセンター  八嶋
取材日：２月12日

「家族一緒に暮らしたいな」

▲これから“かまくら”になる予定の雪の山の前で撮りま
した。
左から、真於さん（中１）、颯一郎さん、おばあちゃんの
門馬由利恵さん

■
元
気
で
頑
張
っ
て
る
よ

浪
江
小
学
校
は
歩
い
て
３
分
ぐ
ら

い
で
着
い
た
け
ど
、
増
田
小
学
校
は

徒
歩
で
１
時
間
く
ら
い
か
か
る
か
な
。

で
も
、
お
友
だ
ち
と
い
っ
ぱ
い
話
し

な
が
ら
行
く
か
ら
楽
し
い
し
、
大
変

じ
ゃ
な
い
で
す
。
冬
に
な
っ
て
か
ら

は
車
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
け
ど
、

帰
り
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
す
。

今
住
ん
で
い
る
お
ば
さ
ん
の
家
は

温
泉
宿
で
、
地
震
の
後
に
は
他
に
も

避
難
し
て
き
た
人
た
ち
が
大
広
間
に

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
宿
は
１
０
０

年
位
の
歴
史
が
あ
る
み
た
い
で
す
。

周
り
は
山
で
囲
ま
れ
て
い
て
、
近
く

に
は
り
ん
ご
畑
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
遊
ん
だ
り
、
登
校
で
鍛
え
ら
れ
た

の
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
「
け
っ
こ

う
跳
べ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
!?
」
と
お

姉
ち
ゃ
ん
も
言
っ
て
た
か
ら
、
陸
上

部
で
走
り
幅
跳
び
を
や
っ
て
い
ま
す
。

２
週
間
く
ら
い
前
に
肺
炎
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
休
み
時
間
に

は
友
だ
ち
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ

ほ
ど
元
気
に
な
っ
た
し
、
体
を
動
か

す
の
が
好
き
。
浪
江
の
と
き
も
放
課

後
に
児
童
ク
ラ
ブ
で
友
だ
ち
と
遊
ぶ

の
が
す
っ
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

一
番
好
き
な
も
の
は
ゲ
ー
ム
で
、

攻
略
本
を
読
ん
で
、
ク
リ
ア
し
て
い

く
の
が
楽
し
い
！
将
来
は
ゲ
ー
ム
の

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

■
遊
び
に
来
て
く
れ
る
と
い
い
な

増
田
に
は
今
ま
で
何
度
も
遊
び
に

来
て
た
け
ど
、
去
年
も
今
年
も
雪
が

多
い
し
、
寒
い
の
で
び
っ
く
り
し
て

ま
す
。

お
じ
さ
ん
が
毎
日
雪
寄
せ
し
て
く

れ
た
雪
が
山
の
よ
う
に
な
っ
て
て
、

そ
れ
を 

”か
ま
く
ら

“
に
し
よ
う
と

手
伝
っ
て
ま
す
。
「
少
し
ず
つ
踏
み

固
め
て
作
る
ん
だ
よ
。
」
と
お
じ
さ

ん
が
言
っ
て
ま
し
た
。
で
き
上
が
っ

た
ら
、
け
い
い
ち
君
や
み
つ
き
君
に

見
せ
て
あ
げ
た
い
な
あ
。
雪
は
ま
だ

ま
だ
解
け
な
い
か
ら
、
遊
び
に
来
て

く
れ
る
と
い
い
な
。

浪
江
で
は
冬
に
は
お
祭
り
は
無
く

て
、
11
月
に 

”十
日
市

“
と
い
う
大

き
な
お
祭
り
が
あ
っ
て
、
に
ぎ
や
か

で
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
商

店
街
に
屋
台
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お

い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。
な
み
え

焼
そ
ば
は
も
ち
ろ
ん
大
好
き
で
、
カ
ッ

プ
麺
に
な
っ
た
な
み
え
焼
そ
ば
を
１

個
食
べ
ず
に
持
っ
て
る
。
お
み
こ
し

を
み
ん
な
で
担
い
で
回
っ
て
、
最
後

に
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
で
、「
わ
っ
し
ょ

い
！
わ
っ
し
ょ
い
！
」
大
き
な
声
を

出
し
て
競
い
合
っ
た
と
こ
ろ
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。

 

週
末
に
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が

来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
お
父
さ
ん

は
８
時
間
位
、
お
母
さ
ん
は
５
時
間

近
く
か
け
て
冬
の
道
を
運
転
し
て
来

る
の
が
心
配
だ
け
ど
。

浪
江
の
家
の
中
を
掃
除
し
て
、
き

れ
い
に
し
て
家
族
で
一
緒
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
な
れ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

ま　お
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浪江のこころ通信

　岡本亜矢さんは現在、夫の宗広さん、長女
の梨瑚さん（中１）、次女のちりさん（小４）、
そして愛犬のとん平と東京・町田市で生活す
る。震災後の４カ月間は、山形市内の総合体
育館などの避難所で長く暮らした。

東京都

岡本　亜矢さん（酒田）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室  櫻井
取材日：２月11日

震災で直面したさまざまな経験を
子どもたちの人生の糧にしてほしいと願う

▲左からちりさん、梨瑚さん、亜矢さん、とん平、宗広さん

震
災
後
、
原
発
の
影
響
を
心
配
し

て
、
親
戚
が
ま
と
ま
っ
て
山
形
市
の

総
合
体
育
館
に
避
難
し
ま
し
た
。
避

難
所
の
生
活
環
境
は
少
し
ず
つ
変
化

し
つ
つ
、
結
局
、
子
ど
も
た
ち
の
夏

休
み
ま
で
の
４
カ
月
間
を
そ
こ
で
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

近
隣
の
方
か
ら
お
風
呂
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
物
資
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
本
当
に
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
の
つ
な
が
り

の
尊
さ
を
実
感
し
た
４
カ
月
間
で
し
た
。

そ
の
後
、
夫
の
仕
事
の
関
係
で
現

在
の
東
京
・
町
田
市
に
移
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
私
た
ち
も
生
活
環
境

は
浪
江
の
と
き
と
は
変
わ
り
、
浪
江

の
と
き
の
１
学
年
１
ク
ラ
ス
の
規
模

か
ら
、
８
ク
ラ
ス
も
あ
る
大
規
模
校

へ
の
転
校
。
浪
江
で
は
、
夫
の
親
・

兄
夫
婦
も
身
近
な
所
に
い
ま
し
た
が
、

今
は
福
井
県
や
い
わ
き
市
な
ど
に
バ

ラ
バ
ラ
に
暮
ら
し
て
お
り
、
支
え
合
っ

て
暮
ら
し
て
き
た
以
前
の
よ
う
に
、

す
ぐ
に
会
え
る
距
離
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。

姉
の
梨
瑚
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
に

所
属
し
て
毎
日
頑
張
っ
て
い
て
、
妹

の
ち
り
も
浪
江
の
と
き
に
頑
張
っ
て

い
た
陸
上
を
こ
ち
ら
で
も
続
け
て
い

ま
す
。
浪
江
の
陸
上
の
監
督
が
、
震

災
後
も
合
宿
や
大
会
が
あ
る
た
び
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
ク
ラ
ブ
が

存
続
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
浪
江
と
の
つ
な
が
り
は
こ
れ

か
ら
も
大
切
で
す
。
今
年
の
３
月
に

は
、
’ふ

る
さ
と
学
校

‘
と
し
て
浪
江

の
小
中
学
生
が
１
泊
で
福
島
に
集
ま

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
浪
江

町
主
催
の
交
流
の
場
に
は
積
極
的
に

参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夫
と
も
子
ど
も
の
こ
と
は
よ
く
話

し
合
い
ま
す
。
何
よ
り
も
放
射
線
量

の
こ
と
が
心
配
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
独
立
す
る
ま
で
は
県
外
で
頑
張
っ

て
行
き
ま
す
が
、
そ
の
あ
と
は
浪
江

に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行

政
の
皆
さ
ん
に
は
、
「
帰
り
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
っ
て
も
帰
れ
な
い
」

と
い
う
県
外
避
難
者
の
思
い
を
ぜ
ひ

考
慮
し
て
ほ
し
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
私
た
ち
に
震
災
の

こ
と
や
浪
江
の
こ
と
は
あ
ま
り
話
し

て
き
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
考
え
て
い

る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
せ
め

て
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
何
か
が
で
き

な
く
な
っ
た
で
は
な
く
、
震
災
に
よ
っ

て
こ
ん
な
経
験
が
で
き
た
の
だ
と
前

向
き
に
と
ら
え
、
人
生
の
糧
に
し
て

ほ
し
い
と
親
と
し
て
願
っ
て
い
ま
す
。

り　こ

������������������

静岡県

堀川　文夫さん（権現堂）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室  櫻井
取材日：２月11日

「この震災がもたらした真実とは何か」
子どもたち、そして社会に向けて発信していきたい

　堀川文夫さんは、妻の貴子さん、そして愛犬ももと愛猫みかんと
ともに静岡県富士市で生活する。震災後も、浪江で経営していた学
習塾の子どもたちを励まし、交流をくり返してきた。震災の経験と
教訓をふまえ、新たな土地での歩みを始めようとしている。

私
は
震
災
前
か
ら
、
自
分
の
塾
に

通
う
子
ど
も
た
ち
に
原
発
の
危
険
性

や
避
難
方
法
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
か
本
当
に
こ
ん
な
こ
と
が

起
こ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
の
線
量
で
も
危
険
性
は
否
定
で

き
な
い
は
ず
で
す
。
そ
こ
に
人
々
が

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
に
は
違
和
感
が

あ
り
ま
す
。
浪
江
町
と
し
て
集
団
で

ど
こ
か
別
の
土
地
に
移
転
す
る
な
ど

も
選
択
肢
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
し
か

し
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
だ
け
の
災

害
に
直
面
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

わ
ず
か
１
年
足
ら
ず
で
国
内
の
原
発

も
再
稼
働
を
容
認
す
る
な
ど
、
何
だ

か
元
の
日
本
に
戻
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
危
惧
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
大
震
災

と
原
発
事
故
が
私
た
ち
の
社
会
に
も

た
ら
し
た
も
の
は
何
か
。
私
た
ち
は

ど
ん
な
社
会
を
め
ざ
す
べ
き
な
の
か
。

子
ど
も
も
大
人
も
真
剣
に
議
論
す
べ

き
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ

ま
り
に
も
東
北
、
福
島
、
そ
し
て
浪

江
町
か
ら
声
が
上
が
ら
な
い
こ
と
が

残
念
で
す
。
で
き
れ
ば
福
島
・
浪
江

の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら

つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る

機
会
が
欲
し
い
で
す
ね
。

県
内
避
難
者
に
比
べ
、
県
外
避
難

者
へ
の
対
応
の
足
り
な
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
自
主
避
難
」

と
い
う
言
葉
で
く
く
ら
れ
た
、
東
電

と
国
の
責
任
逃
れ
の
犠
牲
者
た
ち
へ

の
対
応
の
足
り
な
さ
に
は
腹
立
た
し

さ
を
通
り
越
し
て
悲
し
く
な
り
ま
す
。

実
は
私
た
ち
夫
婦
も
、
県
外
で
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
昨
年
末
ま
で
は
気

持
ち
の
整
理
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
は
こ
の
静
岡
の
地
で
頑
張
っ
て
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
た

と
え
ど
こ
に
暮
ら
し
て
い
て
も
浪
江

町
民
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
で
は
、
昨
年
10
月
に
富
士

市
近
郊
に
避
難
し
て
い
る
福
島
県
民

の
交
流
会
を
主
催
し
ま
し
た
。
富
士

市
内
で
の
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
大

学
の
講
義
へ
の
出
演
、
そ
し
て
富
士

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、
被
災
体
験
や
防
災
教
育
、

そ
し
て
私
自
身
が
こ
だ
わ
っ
て
き
た

子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
話
す
機
会

を
得
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
そ
の
よ

う
な
心
境
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
浪
江
で
は
子
ど
も

を
中
心
に
語
り
か
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
経
験
や
思
い
を

積
極
的
に
社
会
に
向
け
て
発
信
し
て

行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
を

迎
え
る
自
分
に
も
ま
だ
社
会
に
果
た

す
役
割
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

▲左から貴子さんと文夫さん
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　震災後、津島から福島市、新潟・三条市などを転々とし、現在は埼玉県
所沢市に夫の良一さん、次女の喜沙羅さん（小６）、長男の魁杜君（中１）、
そして愛犬のクレヨンと暮らしている。ご両親は福島市に、大学生の長女・
未佳里さんは仙台におり、家族は離れたままである。

埼玉県

渡邉　　幸さん（権現堂）
取材者：高崎経済大学櫻井研究室  櫻井
取材日：２月10日

‘浪江は私たちのたった一つのふるさと’
　娘の言葉に思いを新たに

き さ ら かい　と

み か り

▲左から魁杜君、良一さん、喜沙羅さん、幸さん

今
生
活
し
て
い
る
所
沢
市
は
、
夫

の
出
身
地
で
あ
り
、
仕
事
の
関
係
も

あ
り
や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
住

ま
い
に
移
る
際
に
は
、
所
沢
市
役
所

の
職
員
の
方
に
誠
意
あ
る
熱
心
な
対

応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
人
の
つ
な
が
り
や
ご
縁
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
こ
の
震
災
を
通
し
て

実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
学
校

に
通
う
２
人
の
子
ど
も
も
、
学
校
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
る
こ
と
に
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
夫
の
仕
事
の

先
行
き
が
不
安
な
こ
と
、
そ
し
て
何

よ
り
も
浪
江
町
の
こ
れ
か
ら
が
見
え

な
い
た
め
、
先
の
こ
と
を
何
も
決
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
悩
み
で
す
。
こ
の

春
に
政
府
が
決
定
す
る
新
た
な
避
難

区
域
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
も
心

配
で
す
。

私
た
ち
は
、
父
の
代
か
ら
長
年
、

権
現
堂
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経

営
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
お
店
に

来
ら
れ
る
浪
江
町
の
皆
さ
ん
や
、
地

域
の
つ
な
が
り
は
本
当
に
な
つ
か
し

い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
権
現
堂

の
商
店
街
の
夏
祭
り
で
太
鼓
を
し
た

り
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
を
し
て
い
た

私
は
、
行
政
区
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
が
失
わ

れ
た
こ
と
が
寂
し
く
悲
し
い
で
す
。

で
す
が
、
今
も
商
店
街
の
皆
さ
ん
が

声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
時
折
、
十

日
市
な
ど
が
開
か
れ
る
た
び
に
二
本

松
に
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
避
難
先
は
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
浪
江
町
よ
り
も
都
会
で
あ
っ

た
り
便
利
で
あ
っ
た
り
も
し
ま
す
。

長
女
が
い
る
仙
台
も
そ
う
。
や
や
も

す
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

そ
の
便
利
さ
に
安
住
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
長
女
か
ら
「
仙

台
や
福
島
も
い
い
け
れ
ど
、
浪
江
は

や
っ
ぱ
り
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
」
と

の
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
、
ハ
ッ
と

し
ま
し
た
。
遠
く
に
暮
ら
し
て
い
て

も
、
帰
ろ
う
と
思
え
ば
帰
る
こ
と
の

で
き
る
心
の
支
え
こ
そ
が
ふ
る
さ
と
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

ふ
る
さ
と
浪
江
を
子
ど
も
た
ち
に
残

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
思

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
今
は
子

ど
も
の
安
全
を
優
先
し
て
県
外
に
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
浪
江
町
の
皆

さ
ん
と
の
つ
な
が
り
は
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
数
日
後
、
埼
玉
で

開
催
さ
れ
る
町
民
交
流
会
　
’な

み
え

の
し
ゃ
べ
り
場

‘
に
も
も
ち
ろ
ん
参

加
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
つ
ら
い
こ
と

が
多
く
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
の
ふ
る

さ
と
浪
江
を
心
の
支
え
に
前
に
進
ん

で
行
き
ま
し
ょ
う
。
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宮城県

渡邉　正見さん（加倉）
取材者：地域社会デザイン・ラボ  遠藤
取材日：２月13日

お店をオープンしました
 　　常連さんも増えていますよ！

　浪江町ではローソンのオーナーとして
店舗を経営していた渡邉さん。被災後は、
福島市や仙台市のホテルに移り住みながら、
現在は家族３人で仙台市太白区に暮らし
ている。新たに仕事がはじまり忙しい毎
日を送っている。

▲ローソン名取閖上店（宮城県名取市）のオーナーとなり、
仕事が始まった。「ぜひお立ち寄りください！」
 左から、正見さん、茂之さん、京子さん

浪
江
町
で
は
、
ロ
ー
ソ
ン
店
舗
の

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
無
我
夢
中
で
働
き
、

よ
う
や
く
12
年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ

で
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
店
を

愛
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
よ
う
や
く
経
営
に
慣
れ
て
、

こ
れ
か
ら
は
ス
タ
ッ
フ
に
仕
事
を
任

せ
て
浪
江
を
も
っ
と
楽
し
ん
だ
り
交

流
し
た
り
、
あ
ち
こ
ち
に
出
か
け
た

い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
震
災
で
し

た
。
と
て
も
残
念
で
す
。

震
災
直
後
は
、
ロ
ー
ソ
ン
本
部
か

ら
支
援
が
あ
り
ホ
テ
ル
を
福
島
市
や

仙
台
市
に
確
保
し
て
も
ら
え
た
の
で

そ
こ
に
避
難
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
居
住
地
と
し
て
、
山
形
や
秋
田

の
物
件
も
探
し
ま
し
た
が
、
福
島
か

ら
遠
い
こ
と
も
あ
り
宮
城
に
居
を
構

え
る
こ
と
に
し
、
現
在
は
仙
台
市
太

白
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
家
族
３
人
で

住
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
ロ
ー
ソ
ン
本
部
か

ら
「
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。」
と
い
う

お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
に

紹
介
さ
れ
た
の
が
名
取
市
の
「
閖
上

店
」
で
す
。
こ
の
閖
上
地
区
も
津
波

の
た
め
に
多
く
の
家
屋
が
流
さ
れ
た

地
域
で
す
。
夜
は
真
っ
暗
で
、
住
む

人
も
少
な
く
条
件
と
し
て
は
あ
ま
り

良
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
見
知

ら
ぬ
土
地
で
の
出
店
で
も
あ
り
悩
み

ま
し
た
が
、
出
店
を
決
意
し
１
カ
月

間
の
準
備
を
経
て
昨
年
12
月
１
日
、

オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

開
店
当
時
の
来
店
者
は
工
事
関
係

者
ば
か
り
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、

近
く
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
方
と
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
、
常
連
さ
ん
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地

域
の
方
か
ら
は
「
お
店
の
お
陰
で
地

域
が
明
る
く
な
っ
て
良
か
っ
た
！
」

「
閖
上
の
中
心
に
あ
る
お
店
だ
か
ら

頑
張
っ
て
ね
！
」
と
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
不
安
が
あ

り
ま
す
。
原
発
の
補
償
が
今
後
ど
う

な
る
の
か
、
み
ん
な
に
福
島
・
浪
江
・

震
災
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。「
ふ
る
さ
と
浪
江
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
町
に
は
も

う
戻
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
も
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
何
か
を
あ

て
に
す
る
よ
り
、
自
分
で
し
っ
か
り

生
計
を
立
て
て
い
く
た
め
に
仕
事
に

取
り
組
ん
で
行
こ
う
と
日
々
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

先
日
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
浪
江
町

民
の
み
な
さ
ん
の
交
流
会
に
は
、
仕

事
の
都
合
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た

い
で
す
。
浪
江
の
人
に
会
う
と
ホ
ッ

と
し
ま
す
か
ら
。

ゆ
り
あ
げ
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福島県

佐久間ともえさん（権現堂）
取材者：ビーンズふくしま  味川
取材日：２月６日

土地は変われど剣道でつながる絆！

　息子さんの智史くんの中学校が卒業式の日
に震災。その後実家である三春に戻られ避難
生活をしている佐久間さん一家。家族の方が
皆さん何らかのスポーツをしていて、それを
通して家族の絆、地域との絆を強めているの
が印象的でした。

地
震
の
と
き
は
家
族
３
人
で
家
に

お
り
、
携
帯
の
警
報
が
鳴
り
外
に
出

ま
し
た
。
始
め
は
何
の
音
か
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
智
史
は
大
事
な
Ｐ

Ｓ
Ｐ
を
も
っ
て
外
に
出
ま
し
た
。

家
は
半
壊
。
瓦
が
落
ち
窓
ガ
ラ
ス

は
割
れ
ま
し
た
。
浪
江
小
が
近
か
っ

た
の
で
、
娘
を
迎
え
に
行
き
、
大
熊

町
の
職
場
に
も
行
こ
う
と
し
た
ん
で

す
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
て
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
津
波
の
警
報
が
鳴
っ

た
時
は
避
難
場
所
で
あ
る
津
島
へ
も

行
こ
う
と
し
ま
し
た
が
、
凄
い
渋
滞

で
あ
き
ら
め
ま

し
た
。

11
日
は
み
ん

な
で
車
で
寝
ま

し
た
。
次
の
日

に
瓦
を
片
付
け

よ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
原

発
事
故
の
話
が

あ
り
、
そ
の
日

車
で
三
春
の
実

家
へ
来
た
ん
で

す
。
今
も
網
戸

の
ま
ま
の
所
が

あ
る
ん
で
昨
年

の
豪
雨
で
水
が

入
っ
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
心
配
で
す
。

浪
江
で
剣
道
を
教
え
て
い
た
ん
で

す
が
、
こ
ち
ら
で
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
剣
道
を
教
え
て
い
ま
す
。
息
子

も
娘
も
ス
ポ
少
に
入
っ
て
割
と
溶
け

込
ん
で
る
と
思
い
ま
す
（
笑
）
。
娘
は

雪
が
多
く
て
走
り
込
み
が
で
き
な
い

の
で
ス
イ
ミ
ン
グ
に
通
っ
て
体
力
作

り
を
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
雪
道
が
怖
い
で
す
ね
、

慣
れ
て
な
い
か
ら
。
い
ろ
い
ろ
遠
く

て
移
動
に
ガ
ソ
リ
ン
が
か
か
り
ま
す
。

あ
と
寒
い
！

浪
江
町
は
と
て
も
住
み
や
す
く
て

い
い
と
こ
ろ
で
す
。
帰
れ
る
も
の
な

ら
帰
り
た
い
。
夏
涼
し
く
て
、
冬
暖

か
い
。
雪
も
降
ら
な
い
し
。
あ
と
は

や
っ
ぱ
り
地
域
の
方
が
い
い
人
た
ち

が
多
く
て
。

思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
「
ゆ
う
ゆ

う
堂
」「
三
原
屋
」
さ
ん
。
お
も
ち
ゃ

屋
さ
ん
な
ん
で
す
が
、
そ
ち
ら
の
方

た
ち
が
と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
い
い

人
た
ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
向
か
い
の

家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ど
う
し
て
る

か
気
に
な
っ
て
ま
す
。

帰
町
で
き
た
ら
、
剣
道
の
先
生
方

だ
っ
た
り
、
保
護
者
の
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
方
に
お
会
い
し
た
い
で
す
。

稽
古
会
で
お
会
い
で
き
る
方
も
い
ま
す

が
、
ば
ら
ば
ら
に
避
難
さ
れ
て
る
方

も
多
い
の
で
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

私
は
最
初
か
ら
実
家
に
避
難
し
、

仮
設
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
全
然
周

り
の
様
子
が
分
か
ら
ず
、
始
め
の
う

ち
は
申
請
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も

の
等
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

今
は
月
２
回
広
報
が
届
く
よ
う
に
な

り
、
そ
の
お
か
げ
で
色
々
分
か
っ
て

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
も
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
見
て

る
ん
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

●
中
居
優
司
さ
ん

ゆ
う
ゆ
う
堂
の
お
っ
ち
ゃ
ん
に

会
い
た
い
。
太
っ
ち
ょ
焼
き
そ
ば

食
お
う
ぜ
！

●
智
史
く
ん

仲
の
よ
い
友
だ
ち
と
遊
び
た
い
。

早
く
復
興
し
て
帰
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

●
つ
ぐ
み
ち
ゃ
ん

私
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
で
友

だ
ち
と
遊
び
た
い
。
も
っ
と
友
だ

ち
と
会
え
る
機
会
が
欲
し
い
で
す
。

今
年
の
市
町
村
駅
伝
で
、
浪
江
の

代
表
に
な
れ
る
と
い
い
な
。
応
援

し
て
ね
！

▲左からつぐみちゃん(小６)、ともえさん、智史くん（中２）、
中居優司さん

ともふみ

������������������

高木真智子さん（室原）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ  古山
取材日：２月12日

みんな、元気にしていますか？
　南相馬市小高区の祖母の家から郡山の親戚宅、県境に隣接する
白河郡西郷村の国立那須甲子青少年自然の家、そして猪苗代リゾー
トホテルでの避難を経て、昨年７月過ぎから福島市のシンボル、
信夫山の麓の借り上げ住宅に、祖父、ご両親との４人で暮らして
います。

福島県

▲ご両親と一緒に。

■
子
ど
も
た
ち
は
全
員
無
事
で
し
た

震
災
当
日
、
あ
の
時
刻
は
、
私
が

勤
め
て
い
た
コ
ス
モ
ス
保
育
園
で
は
、

ち
ょ
う
ど
午
睡
の
時
間
帯
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
慌
て
て
園
庭
に
避
難

さ
せ
て
い
る
う
ち
に
、
町
か
ら
バ
ス

が
手
配
さ
れ
、
そ
の
中
に
避
難
し
ま

し
た
。
私
の
担
当
は
２
歳
児
で
、
訳

が
分
か
ら
ず
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
年
長
の
子
ど
も
た
ち
は
余

震
や
尋
常
で
は
な
い
周
り
の
様
子
に
、

怖
さ
で
泣
く
子
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
次
々
に
子
ど
も
た
ち
の
お
迎
え

が
あ
り
、
請
戸
で
津
波
が
あ
っ
た
こ

と
も
そ
の
と
き
に
知
り
ま
し
た
。
以

前
、
請
戸
の
児
童
館
に
勤
務
し
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の
子
ど
も
た

ち
の
安
否
が
と
て
も
気
が
か
り
で
し

た
。私

自
身
は
午
後
８
時
ご
ろ
に
は
帰

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
す
か
ら
、

仕
事
で
い
わ
き
に
出
か
け
て
渋
滞
に

巻
き
込
ま
れ
た
保
護
者
の
方
が
午
後

10
時
に
よ
う
や
く
園
に
到
着
で
き
た

こ
と
や
、
隣
り
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
避
難
し
た
人
が
溢
れ
、
園
内
の
ホ
ー

ル
な
ど
を
開
放
し
て
５
〜
６
人
の
先

生
方
が
翌
日
ま
で
対
応
し
た
こ
と
な

ど
、
後
か
ら
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
聞
き
ま
し
た
。

■
私
も
家
族
も
、
健
や
か
で
す

私
た
ち
家
族
は
、
一
時
、
祖
父
が

親
戚
を
頼
っ
て
離
れ
離
れ
に
な
り
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
４
人
が
一
緒
に
２

次
避
難
所
で
過
ご
し
、
縁
あ
っ
て
、

こ
の
十
分
な
広
さ
の
あ
る
福
島
の
家

を
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
は
信
夫
山
の
裾
に
あ
る
た
め
か
、

放
射
線
量
が
高
い
こ
と
だ
け
が
心
配

で
す
。

ま
も
な
く
１
年
を
迎
え
ま
す
が
、

避
難
所
な
ど
を
移
動
し
て
い
る
間
は
、

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
？
」
と
い
う
切

羽
詰
ま
っ
た
気
持
ち
で
し
た
が
、
福

島
の
家
に
落
ち
着
い
て
か
ら
は
、
心

に
余
裕
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
、

あ
っ
と
い
う
間
で
す
。

現
在
、
私
は
休
業
中
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
４
月
ま
で
は
長
い
充

電
期
間
だ
と
思
っ
て
、
短
大
時
代
を

過
ご
し
た
い
わ
き
や
須
賀
川
の
甥
の

面
倒
を
見
に
出
か
け
た
り
、
趣
味
で

あ
る
手
芸
や
工
作
な
ど
を
し
、
時
に

は
作
っ
た
も
の
を
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
親
し
い
友
人
と
は
互

い
の
住
ま
い
の
中
間
点
で
会
っ
た
り
、

メ
ー
ル
で
連
絡
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
、
手
紙
を
よ
く
書
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

■
一
度
は
浪
江
の
家
を
見
た
い
で
す

祖
父
や
私
の
身
体
を
気
遣
っ
て
、

一
時
帰
宅
は
い
つ
も
両
親
だ
け
で
、

大
事
な
も
の
を
福
島
に
持
ち
帰
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
に
な
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
見
に
帰
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
に
約
半
年
遅
れ
の
卒
園

式
が
二
本
松
で
開
か
れ
ま
し
た
。
年

長
さ
ん
だ
け
の
式
で
し
た
が
、
本
当

に
久
し
ぶ
り
に
保
育
園
の
先
生
方
や

父
兄
の
方
々
に
お
会
い
で
き
ま
し
た
。

時
折
、
な
み
え
焼
そ
ば
を
見
か
け
た

り
、
知
り
合
い
の
顔
を
見
る
た
び
に
、

浪
江
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
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浪江のこころ通信

▲長山さんと生徒の皆さん。
 後列左から藤田さん、横山寛子さん、　倉澄江さん、福島郁子さん

　前列左から藤田はなちゃん、長山さん、福島光結ちゃん、福島琉生くん

震
災
後
、
家
族
と
津
島
活
性
化
セ

ン
タ
ー
か
ら
元
東
和
小
学
校
体
育
館

に
避
難
し
ま
し
た
。
避
難
所
に
行
く

途
中
、
場
所
を
聞
く
た
め
に
立
ち
寄
っ

た
商
店
で
出
会
っ
た
方
に
道
を
案
内

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
縁
で
、

空
き
家
を
紹
介
さ
れ
３
月
17
日
か
ら

福
島
市
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

主
人
の
仕
事
先
が
郡
山
市
だ
っ
た

こ
と
や
子
ど
も
が
新
た
に
通
い
始
め

た
小
学
校
に
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
、

家
族
は
一
緒
が
大
切
だ
と
思
い
、
放

射
能
は
心
配
だ
け
ど
福
島
市
で
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。
１
カ
月

ぐ
ら
い
は
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
て
、
今
ま

で
の
仕
事
は
や
め
よ
う
か
と
も
思
い
ま

し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
郡
山
で
ス
タ
ジ

オ
を
経
営
し
て
い
る
友
人
か
ら
週
１
回

の
レ
ッ
ス
ン
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ
ま
し

た
。
ス
タ
ジ
オ
に
行
く
う
ち
に
、
震
災

に
負
け
ず
に
一
人
で
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
友
人
の
姿
に
、
”私

も
負
け
ら
れ

な
い
。
一
か
ら
始
め
て
み
よ
う

“
と

い
う
勇
気
が
わ
き
ま
し
た
。
借
上
げ

の
条
件
に
合
う
住
ま
い
が
見
つ
か
る

よ
り
先
に
子
ど
も
の
学
区
内
に
ス
タ

ジ
オ
が
見
つ
か
り
、
６
月
に
「
Ｕ
Ｐ

―
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
」
を
再
開
し
ま
し
た
。

浪
江
町
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、「
ら

く
ら
く
エ
ア
ロ
」「
整
体
ヨ
ガ
」「
キ
ッ

ズ
エ
ア
ロ
」
を
や
っ
て
い
ま
す
。「
キ
ッ

ズ
エ
ア
ロ
」
は
、
外
で
自
由
に
遊
べ

な
い
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
に

は
、
福
島
市
の
方
だ
け
で
な
く
浪
江

町
の
方
も
通
っ
て
く
れ
て
い
て
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
20
名
ほ
ど
が
和

気
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
受
講
し
て
い

ま
す
。

福
島
市
に
来
た

こ
と
も
、
ス
タ
ジ

オ
が
見
つ
か
っ
た

の
も
た
ま
た
ま
出

会
っ
た
人
か
ら
の

紹
介
で
、
人
と
の

縁
が
つ
な
が
っ
て

今
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
初
心

に
帰
り
、
規
模
は

小
さ
く
て
も
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
感
じ

で
、
長
く
ゆ
っ
く

り
地
道
に
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
整
体

ヨ
ガ
は
珍
し
い
ら

し
く
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
か
ら
声

を
掛
け
て
も
ら
っ

て
、
４
月
か
ら
講
座
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
指
ヨ
ガ
の
資
格
も
取
っ

た
の
で
、
今
を
維
持
し
な
が
ら
新
し

い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
福
島
の

人
が
元
気
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

長山のり子さん（権現堂）
取材者：浪江町役場  長沼・鴫原
取材日：１月20日

初心に帰って始めてみよう

　結婚と同時に浪江町に住んで30年。平成８年に開いたエアロビクスと整体
ヨガのスタジオは、100人を超える受講者と６人のスタッフで運営し地元に根
を下ろしていました。震災後の出会いから後押しされて、昨年６月に福島市大
森でアットホームな雰囲気の「ＵＰ－ＢＥＡＴ」を再開されました。４月から
は新たな挑戦も始まる予定で、福島の人が元気になるように活動していきたい
と明るい笑顔を見せてくれました。

福島県

ヨガ＆エアロビクス
「UP－BEAT」

み　ゆ る　い
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陶　　俊明さん（小野田）

福島県

取材者：一般社団法人ふくしま連携復興センター郡山事務所  岩崎
取材日：２月15日

窯を始めて100年目を二本松で再スタート！

小
野
田
の
区
長
を
し
て
い
た
の
で
、

震
災
当
日
は
ま
ず
地
区
内
の
お
年
寄

り
の
安
否
確
認
に
回
り
ま
し
た
。
家

内
と
娘
は
先
に
津
島
に
避
難
し
ま
し

た
。
津
島
で
息
子
、
娘
と
は
分
か
れ

て
、
川
俣
、
飯
坂
、
北
塩
原
と
転
々

と
避
難
生
活
を
し
ま
し
た
。
当
初
は

お
に
ぎ
り
が
一
家
族
１
個
の
と
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
避
難
先
の
住
民
の

方
々
も
大
変
な
状
況
の
中
、
ほ
ん
と

う
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
周
囲
に
も

人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る

人
が
い
な
か
っ
た
の
が
、
た
い
し
た

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
10
月
に
な
っ

て
、
家
内
の
昔
の
恩
師
の
紹
介
で
大

玉
村
の
空
き
民
家
に
落
ち
着
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
娘
は
い
わ

き
市
に
住
ん
で
お
り
、
息
子
は
愛
知

県
瀬
戸
市
で
焼
物
の
修
業
を
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
私
の
祖
父
が
大
陶
窯
を
始

め
て
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
に
な
り
ま

す
。
１
０
０
年
目
の
年
を
ど
う
し
よ

う
か
、
考
え
だ
し
た
矢
先
の
震
災
で

し
た
。
避
難
生
活
で
は
土
に
触
れ
な

い
で
す
が
、
大
堀
相
馬
焼
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
た
い
、
も
っ
と
良
い
焼
物

を
つ
く
り
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
は

衰
え
て
い
ま
せ
ん
。
腕
が
な
ま
ら
な

い
よ
う
に
、
祖
父
の
描
い
た
手
本
を

見
な
が
ら
絵
付
け
の
練
習
を
す
る
毎

日
で
す
。

今
度
大
堀
相
馬
焼
協
同
組
合
で
二

本
松
市
内
に
仮
の
共
同
窯
を
つ
く
る

そ
う
な
の
で
、
私
も
窯
を
使
わ
せ
て

も
ら
い
、
今
の
人
た
ち
に
も
使
っ
て

も
ら
え
る
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
焼
物

づ
く
り
に
も
挑
戦
す
る
つ
も
り
で
す
。

土
も
釉
薬
も
い
ま
ま
で
と
同
じ
の
も

の
を
使
う
の
は
難
し
く
な
り
ま
し
た

が
、
３
０
０
年
の
伝
統
が
あ
る
大
堀

相
馬
焼
の
お
も
む
き
は
再
現
し
て
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

震
災
の
直
後
も
近
所
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
が
気
が
か
り
で
し

た
が
、
戦
後
苦
労
し
て
、
や
っ
と
安

心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
く
れ
た
上
の
世
代
の
方
々
が
手
厚

く
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
浪
江
の
皆
さ
ん
に
は
、
と
に
か

く
、
「
く
さ
ら
な
い
で
希
望
だ
け
は

無
く
し
て
く
れ
る
な
。
」
と
言
い
た

い
で
す
。

冬
の
次
は
春
が
来
ま
す
。
必
ず
こ

れ
か
ら
い
い
こ
と
が
あ
る
と
信
じ
て
、

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　大玉村で妻の絹子さんと二人暮らし。今年はおじいさん
が大陶窯を始めてからちょうど100年。今は土に触れない
生活を送っていますが、大堀相馬焼への思いと向上心は衰
えていません。大堀相馬焼協同組合が今度二本松につくる
共同窯で、新しい焼物に挑戦していきたいと思っているそ
うです。
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